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４年生	　北欧神話
4年生で語られる北欧神話は、勇ましい勇者やいたずら者が縦横無尽に活躍する楽しい物語です。しかし、北欧のバイキング(海賊)の神話でもあって、かなり荒々しい面、戦いの場面もあります。彼らは勇気を尊び、命を賭けた戦いにおいてこそ本当の勇気が示されると考えたのです。
「戦いではなくても、勇気がいる場面は、色々あると思うけれどどんな時があるだろう？」と問うとポカンとしている子もいましたが、数名の子は「何か悪いことをして、自分がやったと言うとき。」「黙っている人に話しかけるとき。」など、次々に発言しました。それを聞いて最初ポカンとしていた子も、うん、うん。とうなずいています。「私たちにとっても勇気は大切だね。」
そんな話し合いに続いて、オーディンが智恵を求め、ミミールの泉に出かけた話をしました。オーディンは、智恵の泉の水を飲む代償として自分の右目を泉に投げ込んだのです。そのイメージの強烈さに、皆ゲッと顔をゆがめ「ぎぇー。」「オーディン、勇気ありすぎ。」「それは、無理。」「絶対できない。」と口々に叫んでいました。「そうだねー。」などと会話するうちに、大切な人(子どもにとっては当然、お父さんとお母さん。)の命と引き換えだったら……と話が進んでしまったのです。ところがその途端、皆が口々に「だったら、やるかも。」「なら、やるわ。」「やだけどやる。」と言いだしたのです。全員がうなずいていました。お母さん(お父さん)のためなら、右目を差し出す……と。私は感動して、「それなら皆の心の中には、オーディンの勇気があるってことだね。」と言うと、今度は首をかしげてしまい、うなずく子はいません。オーディンのような勇気が自分にあるとは思えない。でも子どもたちの即答は、人間の中に眠る崇高な勇気を感じさせてくれるものでありました。

（４年生担任　中村真理子）
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